
・3D T1rho値は軟骨染色比率および肉眼的評価とそれぞれ
有意に相関

・2D T1rho値は軟骨染色比率および肉眼的評価とそれぞれ
相関せず

・軟骨染色比率と肉眼的評価は有意に相関

・Dynamic range（信号値の変動幅）
➢ T1rho mapping＞T2 mapping

― Regatte RR et al. J Magn Reson Imaging 2006

・T1rho mappingと病理組織・肉眼組織との相関
― Tsushima H et al. Rheumatol Int 2012

これらは２Dでの検証

・今回３D T1rho値のみ肉眼的評価とは正の相関を示し、
軟骨組織評価とは負の相関を示した

２Dのばらつきおよび症例数が影響

・3D T1rho mappingは関節症性変化で起こる軟骨基質の
分子構造の変化を反映し、非侵襲的に定量評価が可能な有
用な評価法であることが示唆

・Limitation

➢ 症例数
➢ 切除部位・層でGAG量やコラーゲン配列が異なり

Zone variationを考慮できていない
➢ MRI定量値が静磁場方向と組織画配列方向の角度によ
り変化するMagic angle effectの影響

・組織学的見地から３D T1rho mappingの妥当性を検討し
た。

・３D T1rho mappingは軟骨組織評価と肉眼的評価と有意
に相関し早期軟骨病変の変化をとらえる検査として有用で
ある可能性が示唆された。

・MRIによる軟骨成分の質的評価
➢ T1rho : プロテオグリカン(PG)を反映
➢ T2 mapping : コラーゲンを反映

・T1rho MRI

➢ 関節症性変化を非侵襲的に早期に検出
➢ 定量評価が可能
➢ 軟骨変性の病態把握や治療効果判定への応用が期待

― Akella SV et al. Magnetic Resonance in Medicine 2001

• Three-Dimensional (3D) T1rho mapping

➢早期軟骨病変
✓良好な評価能、再現性

✓Accuracy 3D vs 2D

◆97.1% vs 79.4%

✓Intra-observer: ICC(1, 1): 0.854 (95% CI: 0.649-0.944)

✓Inter-observer: ICC(2, 1): 0.900 (95% CI: 0.782-0.955)

➢3D > 2D
—Ogawa M et al. JOA 2015

—Okamura K , Ogawa M et al. JOSKAS 2019

—Yamazaki T, Ogawa M et al. Eur J Radiol 2022

・三次元（3D）再構成評価法
➢ 病理組織など組織学的に軟骨基質の質的変化を反映
するかの検討はなし

・3D T1rho mappingと切除標本を用いた組織学的見地か
らの本法の妥当性を検討したので報告する

・内側型変形性膝関節症(OA)に対しTKAを施行した11膝
➢ 2020年9月～2021年4月
➢ Kellgren-Lawrence分類 Grade3-4

➢ 性別：男性 2例 / 女性9例
➢ 手術時年齢：75歳（55－89歳）

・手術1-2週前に3T MRI(Philips社)を撮影

・AZE virtual placeにて関心領域(ROI)を
➢ 大腿骨外顆、外後顆の骨切除部に
設定し3Dと2DのT1rho mappingを構築

・切除した外顆、外後顆から軟骨組織標本
を作製
➢ サフラニンO染色
➢ imageJで軟骨の染色比率を半定量化

・切除標本の軟骨病変をICRS分類に
準じた肉眼的評価（Grade4除外）

Grade 0 : normal
該当症例なし

Grade 1 : Swelling and softening (mild)
Grade 2 : superficial fibrillation (moderate)
Grade 3 : deep fibrillation (severe)
Grade 4 : subchondral bone exposure

・3Dと2D T1rho値および軟骨組織標本の染色比率との
相関

・3Dと2D T1rho値および肉眼的評価との相関

・軟骨組織標本の染色比率および肉眼的評価との相関

をそれぞれSpearman‘s correlation coefficient by rank testで検討

P

74-1

3次元T1rho mappingの組織学的見地からの妥当性の評価
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